
 

 

 

富岡製糸所建設に横須賀造船所が密接な関係に 

 

10月 29日～30日にかけて三浦半島地域連

合議員団会議、地域外視察を議員団８名、地域

連合役員２名で行いました。 

今回の視察は群馬県の①東善寺②富岡市役所

③富岡製糸所を訪問し、①の東善寺では『幕末

の父小栗上野介』の功績と横須賀市とは深いか

かわりがあり、翌日に視察予定の富岡製糸所建

設にあたっても横須賀造船所がモデルになった

などの講演を聞きました。 

翌日は富岡市役所を訪問し意見交換をしたのち

に『世界遺産・富岡製糸所』を視察しました。 

富岡製糸所はフランスと日本の伝統を活かした

建築や設備がほどこされていて、明治５年に創業

を開始して

昭和 62年

まで 115

年にわた

り、数々の技術革新が行われ創業を続け、近

代日本を象徴する模範工場・建造物として歴

史を築いて来ました。 

その功績が認められて、2015年に世界遺

産として登録されました。 

 

 

 


